
1110 安中市役所　☎027－382－1111

■問 □本 秘書課秘書係（☎内線1012）
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　叙勲の受章者、県総合表彰の受賞者が発表され、本市から次の皆さんが受けられました。心からお祝い申し
上げます。

春の叙勲

瑞宝双光章
（消防功労）
髙見澤 朗 さん

（嶺）

受章・表彰　おめでとうございます

危険業務従事者叙勲

瑞宝双光章
（警察功労）
能登 和夫 さん

（安中）

高齢者叙勲

旭日単光章
（地方自治功労）
東 紀子 さん

（松井田町松井田）

お名前のみ掲載

労働
内田 登 さん
（岩井）

警察
川田 隆司 さん

（磯部）

商工
小板橋 義和 さん

（嶺）

県総合表彰

　高崎調停協会は土地、建物、金
銭、交通事故などをめぐる民事上
の争いや夫婦・親子関係、遺産相
続など家族関係のもめごとで困っ
ている人のために「調停手続きの
相談会」を開催します。
　相談は無料で、秘密は厳守しま
す。予約も不要ですので、お気軽

にご利用ください。
■日 9月19日（土）
■時 午前10時～午後3時30分
■場 高崎市総合福祉センター
　（高崎市末広町115－1）
相談員
裁判所の民事・家事調停委員、弁
護士

■￥ 無料
■問 高崎調停協会（前橋地方・家庭
裁判所高崎支部内）
（☎027－322－3541、☎内線
1311・1115）
※調停相談に関する問い合わせで
あることをお伝えください

くらし・手続 living・procedure
もめごとは調停相談会へ
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　クマは私たちの身近な野生動物です。日本には主にツキノワグマが生息しており、豊かな森林環境の中で木
の実や昆虫、植物などを食べて暮らしています。近年は、森林環境の変化や餌となる木の実の不足などによ
り、人里近くでクマが目撃されるケースが増えています。クマは本来、人を避ける動物ですが、突然の遭遇は
事故につながるおそれがあります。
　クマを正しく理解し、適切な行動をとることが大切です。

12月～4月まで冬眠し
ます（気候の変化で変
わることもあります）

冬眠から目覚めると
山菜などを食べます

◎木登り、穴掘りのために
強い力と鋭い爪を持つ

◎人より速く、時速40㎞
以上で走ることができる

◎水泳や木登りも得意

◎小さな音でも聞き分けた
り、犬のようにわずかなに
おいを嗅ぎ分けるなどの、
優れた能力を持つ

冬眠するために
たくさん食べます

6月頃に繁殖期

秋になると木の実を
食べます

夏はハチミツや昆虫
を探して食べます

■問 □松 農林課林政鳥獣対策係（☎内線2618）

クマと私たち ～安全な共生のためにできること～

クマの生態

PIck Up

クマと出会わないために

・山に入るときは鈴やラジオなどで
音を出す
・早朝や夕方など、クマが活発に活
動する時間帯は特に注意する
・食べ物やごみを放置しない
・「クマ出没注意」の看板や最新の
目撃情報を確認する

地域で取り組むクマ対策
・生ごみや果樹の管理を徹底する
・クマの目撃情報を地域で共有する
・藪や草地を適切に管理し、見通し
を良くする
・行政や関係機関と連携して対策を
進める

もし山でクマと遭遇したら
落ち着いて行動する
　大声で叫んだり、慌てて走った
りしないようにする。
ゆっくり後退する
　クマから目を離さず、落ち着いてゆっくりと後ろへ下がる。
走って逃げない
　クマは非常に足が速く、本能的に追いかけることがあります。
子グマを見つけたら特に注意
　近くに母グマがいる可能性があります。速やかにその場を離れま
しょう。
クマが近づいてきた場合
　リュックサックなどを盾として活用しながら身を守り、落ち着い
て対応する。

私たちにできること
　クマは森林の生態系を支える大切な野生動物です。一方で、人と
の距離が近くなりすぎると事故や被害につながります。
「クマを知ること」「遭遇を防ぐこと」「正しく行動すること」
 一人一人の心掛けが、人とクマの安全な共生につながります。ク
マを見かけたら無理に近づかず、速やかに自治体や警察へ連絡しま
しょう。目撃情報の共有は、地域全体の安全確保に役立ちます。

冬 春

秋 夏


